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（1881～1944）

　プロ野球創設者。宮城県仙台区（現、宮城県仙台市）出身。松
山城下（現、松山市）出身のキリスト教牧師・押川方

まさ

義
よし

の次男。
早稲田大学の野球部の主将として、また強打者として鳴らし、
大正９（1920）年、日本最初の職業野球チーム「日本運動協会」の
創立に参画した。後に、プロ野球の後楽園野球倶楽部の社長に
就任し、第１回の野球殿堂入りをした。少年冒険小説家の押川
春
しゅん

浪
ろう

は実兄である。

略 歴
明治14（1881）年１月１日 　宮城県仙台区に生まれる。
明治35（1902）年　　　　 　早稲田大学に入学
大正９（1920）年　　　　 　日本最初の職業野球チーム「日本運動協会」の創立に参画
昭和12（1937）年　　　　 　プロ野球の後楽園野球倶楽部の社長に就任
昭和19（1944）年３月18日 　64歳で永眠
昭和34（1959）年　　　　 　第１回の野球殿堂入り

（写真提供：野球殿堂博物館）
〈関連図書〉
 ・愛媛県百科大事典編集委員室『愛媛県百科大事典』　愛媛新聞社　1985年 
 ・愛媛県史編さん委員会『愛媛県史　人物』　愛媛県　1989年 
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